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21世紀の社会は、気候変動や経済格差など、多くの「厄介な問題 (Wicked Problems)」に直⾯しており、またこうした問題が技術の進歩だけで

は解決できないことも明らかになってきています。なぜなら、厄介という⽂字通り、⼤⼩様々な諸問題が社会や環境、政治経済などを領域横断

的に複雑に絡み合っており、また、それぞれの場所や⽂化に特有の仕⽅で現れるのが常だからです。汎⽤的な処⽅箋は存在せず、また、全ての諸

問題が完全に解消された、という状態に達することはもはや不可能といえます。

このような状況下において必要なことは、各領域の実践者が、それぞれ持ちうる技術を⽤いて⽬の前の既知の問題を1つ1つ解決していくアプ

ローチではなく、「我々はそもそもどういう社会を⽬指すべきか」という学際的なビジョンや世界観です。 暗闇の中に北極星のようなビジョン

を灯すことができれば、異なる領域の実践者や研究者が同じ⽬標に向かって⼒を合わせ、より⼤きな推進⼒を⽣み出しながら、今よりもより良

い状態に社会全体を導いていくことができると考えます。

本プログラムでは、2024年度の1年間、そのビジョンデザインのプロセスと可能性を実践的に研究すべく、「トランジション・デザイン」と呼

ばれる新しいアプローチを取り⼊れ、4社の企業メンバーが、⾃分たちの内発的動機から掲げたテーマをもとに、理⼯系・⼈⽂科学系の枠を超え

た多様な東北⼤の教職員・学⽣と共に、2050年頃の望ましい未来社会の世界観を共創してきました。

本活動報告書は、その1年間の「世界観」のデザインプロセスと、成果物を整理したものです。

⻑期的未来や社会へのインパクトに着⽬した戦略策定や、新しい価値を秘めた事業創出を⽬指す組織や個⼈にご活⽤いただけると幸いです。

はじめに
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1. プログラムの実施概要
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プログラムの⺟体

東北⼤学知のフォーラム
未来社会デザインプログラム 2024

東北⼤学知のフォーラムとは？

東北⼤学は、研究の成果を⼈類社会が直⾯する諸課題の解決に役⽴て、国際社会を先導する

指導的グローバル⼈材の育成を⽬指しており、国際的な頭脳循環のハブとして世界に⾶躍す

ることを⽬標に、「知のフォーラム」を推進しています。

知のフォーラムでは、⼈⽂・社会科学から⾃然科学までの全分野を対象にした研究テーマに

ついて、プロジェクトや集中的議論を⾏うプログラムを実施しています。このプログラムで

は、ノーベル賞受賞者など、世界トップクラスの研究者を招聘し、複数の学術イベントを通

じて、⼈類社会の共通課題解決に貢献することを⽬的とします。

未来社会デザインプログラムとは？

知のフォーラムの主たる事業の1つに、企業等と連携して社会課題解決を⽬指す、公募型の未

来社会デザインプログラムがあります。

本Tohoku Transition To Futureプロジェクトは、2024年度の未来社会デザインプログラムと

して採択され、2024年4⽉から2025年3⽉までの1年間、活動をしてきました。
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本プログラムのアプローチ

Tohoku Transition to Future
「世界観の移⾏」に着⽬する未来社会デザイン

世界観のデザイン

本プログラムでは、全体のオーガナイザーである岩渕正樹特任准教授の著書「世界観のデザ

イン」のプロセスに基づき、参加企業の内在的な意志に基づくテーマ設定から未来の社会像

のプロトタイプ、望ましい社会像に向けたアクションの提⾔までを⼀貫して⾏いました。

世界観のデザインは、トランジション・デザインやスペキュラティヴ・デザインなどの21世

紀以降に提唱された最新デザイン論を取り込み、「誰もが⽣まれながらにしてデザイナーで

ある」との前提のもと、個々⼈に⽣来備わる想像⼒や知的好奇⼼を解放し、誰もが所属する

組織や企業において未来を夢想する能⼒を発揮できることを願って設計された、不確実な21

世紀の諸問題に⽴ち向かうためのデザインプロセスです。

オーガナイザー

◾ ⾼橋信（東北⼤学⼯学研究科 教授）

◾ 岩渕正樹（⽶JPモルガン・チェース銀⾏ デザイン・フューチャリスト、東北⼤学⼯学

   研究科 特任准教授）

岩渕正樹. (2024). 世界観のデザイン. 

クロスメディアパブリッシング
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本プログラムのアプローチ

背景となるデザイン理論

トランジションデザイン

トランジションデザインとは、2015年に⽶カーネギーメロン⼤学デザイン学部より提唱

された、21世紀の地球規模の複雑な問題(気候変動、移⺠問題、経済格差、パンデミック

など)に対処するためのデザイン理論と態度です。

⽣活者の⽬線で説明・共有可能な共創ビジョン（ビジュアル、シナリオ、エコシステム）

をつくり、ビジョン創出の⺠主化（ビジョンは経営層や国際機関などから出されるトップ

ダウンのものが唯⼀なのではなく、ボトムアップに誰もが表明・貢献できるものであると

いう態度）を説くものです。

トランジションデザインについて詳しくは、下記のリンクを参考にしてください。

・ https://transitiondesignseminarcmu.net/

・ https://tub.tamabi.ac.jp/tdu/lecture/186/

https://transitiondesignseminarcmu.net/
https://tub.tamabi.ac.jp/tdu/lecture/186/


Tohoku Transition to Future Published by TOHOKU UNIVERSITYTohoku Forum for Creativity 2024 Future Society Design Program

8

本プログラムの特徴と期待される成果

本プログラムの特徴

問題解決型ではなく、問題発⾒型

事前に設定されたテーマに沿って未来社会を議論するのではなく、各企業メ

ンバーが真に探求したい・すべきテーマを発⾒し、⽣成的に未来社会をデザ

インします。

変わることよりも変わらないことに注⽬する

未来社会と⾔うと、技術起点で何が変わるか、変えられるかに注⽬しがちで

すが、変化がゆるやかなもの、変わらないものにも注⽬することで、時代を

通じて⼤事にすべきものや普遍のビジョンを探索します。

期待される最終成果

1. ボトムアップに協働で作り上げた複数の2050年の社会像と、それ

に対する考察（変わりゆくもの、時代を通じて変わらないもの）

2. トランジションデザインの産業界での実践例の創造

● 短期的→⻑期的視座

● 縦割りチーム→横断・学際的チーム

● KPI→社会的インパクト

    を探索するプロジェクトの意味・意義の周知

参加者が得ることができること

1. 新しい視座や⽅法論の習得

2. 本プロジェクト特有の座組(アカデミア・産業界・市⺠)の活⽤およ

び異なるステークホルダーとの共創経験

3. 得られた成果・知⾒を社内で活⽤するための意⾒交換や新しいコラ

ボレーションの可能性についての議論
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これまでの未来社会デザインプログラムとの違い

これまでの未来社会デザインプログラムでは、任意のテーマに対して専⾨

家・有識者を招致し、トップダウンの委員会⽅式でビジョンを創出・提⾔

するプロジェクトが多かったですが、本プログラムは参加者の内発的な動

機をもとに、課題やテーマ⾃体を創出する点に違いがあります。

→任意のテーマ、課題解決型 ⽣成的、課題探索型

→有識者・委員会⽅式 学際的・共創⽅式

→トップダウン、ビジョンの創出・提⾔ ボトムアップ、ビジョン創出の⺠主化

また、東北⼤学というロケーションを活かし、⼤学教員や学⽣との積極的

なコラボレーションを⾏い、学際的にテーマを深く探求し、ボトムアップ

で参加者⾃らがビジョンを創出するスキルセットの獲得を⽬的としていま

す。
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実施体制

花王株式会社 ⾓尾 進悟、福永 朋⼦、猿渡 敬志

東北電⼒株式会社 佐藤 真悟、⼤澤 健太郎

株式会社NTTデータ ⿐輪 篤

nawe inc. 柳⽥ 識歩、清⽔ 聡

運営協⼒
● 株式会社ロフトワーク（中圓尾 岳⼤、⾕ 嘉偉）

東北⼤学・産業界共創メンバー
● ⽯⽥ 修⼀（東北⼤学⼤学院⼯学研究科 教授）

● 直江 清隆（東北⼤学⽂学研究科 教授）

● 福島 康裕（東北⼤学⼤学院 環境科学研究科 教授）

● 東北⼤学学⽣団体TIDE（⻘⼭ 敦、奥⼭ 彪太郎）

● 森嶋 雅⼈（東京エレクトロン株式会社）

資源・エネルギーの枯渇が進んでいく中、2050年の⽣存・保護のありようとは？

⼈⼝減少とニーズの多様化が同時に起こる中、2050年の安⼼・安全、コミュニティのありようとは？

ヒト・モノ・カネの物理的なリソース制約のもと、2050年の⾃由や創造性のありようとは？

受動的な個⼈主義が先鋭化していく中、2050年の⾃⼰実現や創造性のありようとは？

各企業が掲げた未来への問い参画企業
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実施スケジュール

第1回WS 2024/5/17  現在:「⾃分たち」の存在意義を振り返り、未来への問いを掲げる

第2回WS 2024/7/17  過去: 複雑な問題の起源をひも解き、⽀配的（ドミナント）な価値観を探る

第3回WS 2024/9/27  未来: オルタナティブな価値観を想像し、移⾏させたい世界観をつくる

第4回WS 2024/11/22  未来: 世界観の解像度を⾼め、未来社会の共通認識をつくる

第5回WS 2025/1/24  現在: 東北⼤学学⽣にインタビューし、世界観の移⾏の可能性ときっかけを⾒つける

第6回WS 2025/3/21  現在: 遠い未来を思い描きながら、いま現場で踏み出せる⼀歩を⾒出す

オンラインホワイトボード Miro を利⽤したコラボレーション
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本プログラムにおける「世界観」とは

「世界観」という単語はゲームや映画、企業や店舗など、

様々な場⾯で昨今、使われることが多い単語ですが、本プ

ログラムにおける世界観とは、数⼗年先の未来 (2050年) の

世界・社会の様相を指し、これを様々なデザイン⼿法（グ

ラフィックやイラスト、映像など）を⽤いて、⾼い解

世界観
どんな世界になるか

どんな世界にしたいか

⼈間

インフラ 政策経済

環境 ⽂化⾃然

価値観 社会

技術

スローガン

エンジニアリング
どんな機能を作るか

どんな技術を開発するか

コミュニケーション
どんな単語を並べるか

どんなビジョンを伝えるか

像度で可視化することを重視しています。単なるスローガ

ンや技術・機能ではなく、未来で⼈間がどのような⽣活を

しているか／していてほしいかを学際的な視点で考えるこ

とで、⽬指したい未来やビジョンを⽣活者の⽬線で照らし

出します。
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本プログラムにおける「世界観」とは

また、関連する⽤語としてフォーキャス

ティングとバックキャスティング、ドミナ

ントストーリーとオルタナティブストー

リーという対⽐があります。

通常の問題解決のアプローチの場合、短期

的な視点で、⼿の届く問題をスマートに解

決し、売上に繋げるというフォアキャス

ティングの視座が求められますが、本プロ

グラムでは⻑期的で⼈類規模の未来まで視

座を広げ、全く新しい未来像へと⾶躍した

上で、そこからさかのぼって、第⼀歩とな

る事業やサービスを創出するバックキャス

ティングのアプローチを取ります。

そのためには、現在何が⽀配的（ドミナン

ト）な価値観かを客観的に知覚し、その上

で、そうではない代替的（オルタナティ

ブ）な価値観を探索します。

我々が陥りがちなアプローチ
フォーキャスティング
ドミナントストーリー

● 現在我々が困っているものごとを発⾒し、スマートに
解決する

● 消費者の満⾜度や売れる、儲かるといった短期的指標
に注⽬

消費者の困り事
技術で解決

デザインで差別化
売れる・儲かる

現在 未来？

⻑期的に気温が上がり続けても、
技術で快適にし続けられるのか？

それは本当に⼈類にとって持続可能か？

本プロジェクトのアプローチ
バックキャスティング

オルタナティブストーリー

● 社会のために起こしたい⻑期的な未来への移⾏を思い
描き、それに繋がる現在のものごとを「未来からさか
のぼって」探る

地球規模の問題
全く新しい⽣き⽅

根本的な解決
我々を存続させる

現在 未来

⼀度未来へ⾶躍し、
そこからさかのぼって

第⼀歩となる事業やサービスをつくる
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2. プログラムの実施詳細
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開催⽇時：2024年5⽉17⽇  13:00 - 17:00

フォーマット: ハイブリッド（対⾯・オンライン）

アジェンダ：

● 13:00 - 14:00 オープニング

○ 本プログラムの背景と⽬的(⾼橋)

○ プログラム推進アプローチ(岩渕)

○ 参加メンバー⾃⼰紹介

● 14:00 - 14:45 トランジションデザイン講義(岩渕)

● 14:45 - 15:00 質疑応答・休憩

● 15:00 - 16:50 ワークショップ

○ マインドフルネス・マップ

○ クエスチョン・ステートメント

● 16:50 - 17:00 クロージング、次回の予定・宿題

第1回のワークショップでは、トランジションデザインの導⼊、世

界観をデザインするための11のプロセスを紹介したのち、最初の

ステップであるMINDFULNESSとSCOPINGのワークを実施しまし

た。

第１回WS

⾃分たちの存在意義を振り返り、未来への問いを掲げる
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第１回WS

世界観をデザインするための11のステップ

岩渕正樹「世界観のデザイン」より抜粋
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第１回WS

現在の「⾃分たち」と向き合うことから始まる

● ⾃分たちの⽬の前の仕事を、社会における存在意義と
結びつけ、視座を上げる

● ⾃分たちの内発的な思いや意志からはじまる、未来へ
の問いを⽴てる
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第１回WS

MINDFULNESS

⾃分たちと向き合い、存在意義に気づく

トランジションをデザインする最初のステップは、マインドフルネスという⾃分たちと向き合うプロセ

スから始まります。世界観のデザインにおけるマインドフルネスとはすなわち、これから未来を描こうと

する⾃分やチーム、組織の内在的な意志や想いを可視化するプロセスです。

マックス・ニーフの普遍的なニーズ

チリの経済学者マンフレッド・マックス・ニーフは、1980〜90年代にかけて、政治の⺠主化と経済の⾃

由化により、著しく経済成⻑を続ける⾃国の中で、確かにGDPが上昇し、貧困率も低下している⼀⽅、

画⼀的な指標優先の考え⽅により、チリらしい⽂化が失われ、貧富の差が拡⼤している現状に疑問を抱

きました。彼は経済の成⻑や状況に関わらず、⼈間にとって普遍的に必要なものを考え、「指標上の成

⻑」を⽬指すのではなく、「⼈間にとって意味のある発展」を⽬指すべきだとし、ていねいな発展

(ヒューマン・スケール・ディベロップメント)という概念を提唱しました。

右に、マックス・ニーフが提唱した9つの普遍的ニーズ、「⽣計」、「保護」、「愛情」、「理解」、

「参加」、「怠惰」、「創造」、「アイデンティティ」、「⾃由」の例を⽰します。これらは⼈種や地

位、地域によらず、⼈間が⼈間らしく豊かに⽣きるために必要なものであり、かつ、誰もが満たせるもの

です。マックス・ニーフが問いかけるメッセージは、⽬先の利益や数字のみを追うのではなく、本来⼈間

は基本的ニーズを満たせれば豊かさや幸せを感じられるはずであり、誰もが基本的ニーズを満たせる状態

にすることが、経済活動や⾏動原理のあるべき姿だと考えたのです。

参考：マックス＝ニーフ「Human Scale Development」
"ていねいな発展"のために私たちが今できること
https://www.es-inc.jp/library/mailnews/2015/libnews_id007143.html

https://www.es-inc.jp/library/mailnews/2015/libnews_id007143.html
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第１回WS

MINDFULNESS

企業や事業は、どの普遍的ニーズを満たすために存在しているのか?

未来を作ろうとしている組織やチームがまず取り組むべきことは、このマック

ス・ニーフの普遍的ニーズの考え⽅に従い、今の事業や企業はどの普遍的ニー

ズを満たすために存在しているのかを議論することです。

右図のフレームワークで、中央から外側に向かって考えていき、「⾃分たち」の

レベルと「社会」のレベルを接続します。

Identity: ⾃分たちの存在意義

Tech/Assets: ⾃分たちの技術や資産

Product/Service: ⾃分たちの製品やサービス

Users/Stakeholders: ユーザー・顧客・関係者

Values/Experiences: 提供する価値や体験

Fundamental Needs: 満たす普遍的なニーズ

Wicked Problems: 将来その普遍的なニーズを脅かす複雑な社会課題

「⾃分たち」のレベル

「社会」のレベル
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花王

NTTD 東北電⼒

nawe

第１回WS: 各社のアウトプット
マインドフルネス・マップ
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第１回WS

SCOPING

⼤きな社会課題と接続し、未来への問いを掲げる

その後、マインドフルネスマップで⾃分たちが注⼒したい、もしくは優先すべ

き普遍的ニーズと社会課題の組み合わせが⾒えてきたら、それを下図のクエス

チョン・ステートメントのフォーマットに当てはめて整理します。

この問いが、⾃分たちが未来の世界に向けて探索したい問いになります。
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第１回WS: 各社のアウトプット
クエスチョン・ステートメント

資源・エネルギーの枯渇が進んでい
く中、2050年の⽣存・保護のありよ

うとは？

⼈⼝減少とニーズの多様化が同時に
起こる中、2050年の安⼼・安全、コ
ミュニティのありようとは？

ヒト・モノ・カネの物理的なリソー
ス制約のもと、2050年の⾃由や創造
性のありようとは？

受動的な個⼈主義が先鋭化していく
中、2050年の⾃⼰実現や創造性のあ
りようとは？
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開催⽇時：2024年7⽉17⽇  13:00 - 17:00

フォーマット: ハイブリッド（対⾯・オンライン）

アジェンダ：

● 13:00 - 14:00 オープニング・前回の振り返り

● 14:00 - 15:30 共創ワーク1: 複雑な社会課題の分析

● 15:30 - 15:45 休憩

● 15:45 - 16:00 次のワークについての説明(岩渕)

● 16:00 - 17:30 共創ワーク2: 問題の起源と流れる価

値観の発掘

第2回のワークショップでは、世界観をデザインするための

ANALYZINGとEXCAVATINGのワークを実施し、⾃分たちが⽴ち向

かうべき社会課題を分析するとともに、その課題が発⽣した経緯

や、過去から現在に流れる価値観の分析を⾏いました。

第２回WS

⼤きな社会課題を分析し、その起源を探る
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第２回WS

未来に⾏くために過去を⾒る

● 未来を単発の事象としてではなく、過去〜現在〜未来
へと連綿と流れる「河」を捉える

● 社会課題に対して過去の⼈々が⾏ってきた対処を振り
返り、解消するためのヒントを得る
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第２回WS

ANALYZING

対峙すべき社会課題を分析する

クエスチョン・ステートメントにより⾃分たちから未来へ投げかける問いが定

まったところで、次にやるべきことは、掲げた社会課題を多⾯的に分析するこ

とです。「少⼦⾼齢化」「環境問題」のように1フレーズで記載した社会課題の

レベルはまだ抽象的すぎるため、⾃分たちなりの切り⼝や、介⼊できるポイン

トを探るため、社会課題のもとで起きている出来事を以下のSTEEP（Society, 

Technology, Economy, Environment, Policyの頭⽂字）という軸に従って、⼀

枚のマップに知⾒をまとめていきます。
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第２回WS

ANALYZING

SOCIETY
社会や⽂化 

・問題の⼀因として関係している

我々の（古い）習慣や考え⽅はあり

ますか？（ルールや規範、国⺠性・

価値観・（悪しき）伝統など） 

・我々の多数派はその社会課題につ

いてどのように捉えていますか？

（悲観的・楽観的、能動的・消極的

など） 

TECHNOLOGY
技術やインフラ

・その社会課題を解決するための新

興技術領域はありますか？それらに

より問題は完全に解決しますか？ 

・問題を悪化させたり、問題の発⽣

を助⻑しないために必要なものは何

ですか？ 

ECONOMY
経済や商流 

・問題の⼀因として関係している経

済・ビジネス・市場原理はあります

か？  

・問題の助⻑／悪化に繋がるような

ビジネスや市場の⽀配的な「ルー

ル」はありますか？ 

ENVIRONMENT
環境や⽣態系

・その社会課題によって環境はどの

ように影響を受けますか？（何かの

増加・減少、増殖・枯渇など） 

・どのような地域や産業、⽣態系が

その問題によって悪影響を受けます

か？ 

POLICY
政策や政治   

・問題に対処するための政治や政策

は⾏われていますか？進んでいる国

や地域はどこですか？ 

・問題を助⻑／悪化させているよう

な政治や政策はありますか？

*政治というと国や⾏政を考えてし

まいがちですが、地域や組織内の⼒

関係など、⼩さな範囲の出来事でも

良いです

ある要素が、他の領域と関連している場合には、線を結びます。このワー

クの⽬的は、問題の原因を1つに特定することではなく(そもそもそれは不

可能です)、参加メンバーが⼤きな社会課題に対して共通の認識を持てるよ

うにすることです。⼤きな社会課題の中⾝は様々な要素がSTEEP軸全体

に複雑に絡み合っており、気候変動と⾔っても環境の領域だけにとどまる

ものでもありません。もはや⼀企業が何かできるレベルを超えている。ま

ずはその事実を可視化し、皆で受け⼊れることが議論の出発点です。

進め⽅のヒント
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第２回WS

複雑/厄介な問題 (Wicked Problems)

厄介な問題、複雑な問題などと訳される「Wicked Problems」という単語は、

20世紀後半にデザイン理論家のホルスト・リッテルとメルビン・ウェバーによ

り定義されました。気候変動やパンデミック、教育や経済の格差など、21世紀

の我々が対峙する、地球規模とも⾔える問題群は、⼀枚岩ではなく、その複雑

性の⾼さから完全に解決することは不可能であり、以下のような特徴があると

されています。 

1. どの問題も独⾃性がある

2. はっきりとした問題の定義もできない

3. 複数の因果関係が様々なスケールで互いに関連し合っている 

4. 利害関係が異なるプレイヤーが同時に存在してしまっている 

5. 組織や領域の壁をまたがっている

6. 厄介な問題⾃体が他の厄介な問題と接続している

7. どの解決策もシステムの全体の中で細分化してしまっている

8. 解決策は、正解/不正解があるのではなく、良いか悪いかがある 

9. 解決策の検証にも、とてつもなく⻑い時間がかかる

10. 問題が完全に解決した、という状態になることは無い

右の厄介な問題のエコシステムを⾒て

も、問題⾃体が別の問題と関連してお

り、全てをたちどころに解決すること

はもはや不可能であることは明らかで

しょう。しかしながら、我々はその状

況を悲観して⽬を逸らすのではなく、

⾃分たちに何ができるか、どこに切り

込めるかを探していかなくてはなりま

せん。上で列挙した特徴にもあるよう

に、「唯⼀の正解」の解決策は無いで

すが、世界を「良く」するための選択

肢とアクションはあるはずです。巨⼤

な問題を⾃覚した上で、⾃分たちは何

ができるか、⾃分たちはどのような世

界を望むのか。それをこのステップで

探索していきます。 

厄介な問題のエコシステム 
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第２回WS: 各社のアウトプット
STEEPマップ
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第２回WS

EXCAVATING

社会課題の起源と流れる価値観を発掘する 

ここまでのステップで、⾃分たちが未来に向けて探究したい問いを掲げ、⽴ち

向かう社会課題がいかに複雑なのかを⾒てきました。次のステップでは、いき

なり未来を想像するのではなく、⼀度過去を遡り、⾃分たちが過去に提供して

きた価値を内省したり、その社会課題はどこの時点でどのように⽣まれ、どの

ように増⻑してしまったのか、また、過去の⼈々はどのようにその問題に対処

してきたのかを振り返ることで、過去から現在を線として繋ぎ、その線を未来へ

と伸ばしていきます。 右のソーシャル・ドリーミングマトリクスを使って、9マ

スの中で検討を進めていきます。
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第２回WS

EXCAVATING

1.「現在の⼈⼯物」マス

ここまでのステップで作成してきた、クエスチョン・ステートメントとSTEEP

マップを思い返しましょう。

特定した社会課題の解決や、普遍的ニーズを満たすために、現在、⾃社製品に

限らず、世の中にはどのような⼈⼯物（ものごと）があるでしょうか。もしく

は、解決を阻害している⼈⼯物は何でしょうか。ここでの「⼈⼯物」とは、形

のある製品はもちろん、サービス、建造物、公園や景観、政策、コミュニティ

活動など、⼈間が「デザイン」したものはあらゆるものが当てはまります。デ

スクリサーチや⽇々のニュースなどにもアンテナを張り、関連する⼈⼯物をで

きるだけ多く挙げていきましょう。

進め⽅のヒント

2.「現在の⽂脈」マス

⼈⼯物を2〜3個絞り、それが置かれている⽂脈や状況を、以下のような5W1Hの問い

かけで考えてみます。

● Who & What: 誰によって利⽤されている? 関係者や関係するものは何か?

● When & Where: いつ、どこで、どのような環境・状況で利⽤されている?

● Why: なぜそれが利⽤されている? なぜそれが好まれる?

● How: どのように使われている? 他の使われ⽅はある?

また、STEEPマップで検討した、複雑な社会課題の影響について得られた洞察があれ

ば、この⽂脈のマスにそれも追加しましょう。

● Society: 社会課題に対する⼤衆の考え⽅、先鋭的な⾏動様式、⽣き⽅など

● Technology: 社会課題を解決するための新興技術領域など

● Economy: 市場を⽀配している、もしくは変⾰する経済、商流、ヒト・モノ

・カネの流れなど

● Environment: 社会課題による環境負荷や、影響を受ける産業など

● Policy: 社会課題に対応するための関連法案・規制、補助⾦など
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第２回WS

EXCAVATING

3.「過去の⼈⼯物」「過去の⽂脈」マス

「現在」のマスが埋まってきたら、過去へと⽬線を移し、前述の1、2の問いか

けを過去の⼈⼯物・⽂脈について⾏います。現在という「点」ではなく、過去

から現在へ流れる「線」の⽬線で世界を捉えましょう。

また、次の問いかけについても検討を⾏い、過去から知⾒を得るべく、歴史を

遡ります。

● 社会課題はどこに起源があるのか? それが「無い」時代の⼈⼯物や⽂

脈はどのようなものだったのか?

● 社会課題が過去にも同様に存在するのなら、その時代の⼈⼯物や⽂脈

は今とどう異なっているのか?

● 現在の普遍的なニーズは、昔も同様に存在しているか? 過去の⼈々は

どのようにそれを満⾜させてきたのか?

過去について調査すると、例えば今では全ての⼈に当たり前のことも、昔は貴族だけ

がそれをすることができたなど、⾝分や⼈種、階級などによって⽣活の質や享受でき

るサービスが違っていた、といったことに突き当たることがよくあります。

時間軸に沿って、このようなサービスを享受できる対象範囲の拡⼤や品質の向上と

いった「推移」を捉えることが、次の「価値観」を考えるステップに繋がっていきま

す。そこから、ひいてはその推移がどう延伸されるかという「未来」の議論にも繋

がっていきます。
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第２回WS: 各社のアウトプット
ソーシャル・ドリーミング

マトリクス
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過去を振り返ることで
⾒えてきた価値観の流れ

根が深い「ドミナント」な価値観
価値や資源の「所有」や「独占」を是とし、持つ者と持
たざる者との間の隔たりが深まる
・持つ・⼿に⼊れることが安⼼・安全に繋がる
・⾃分、⾃社、⾃国がよければいい

議論すべき「オルタナティブ」な価値観
「所有する」から「共有する」そして「循環させる」と
いう価値観へ
・資源のリサイクルの価値観は根付いた
・通貨や情報、リソースや経験など、あらゆるものが⼀箇所に
とどまらず、循環していったらどうなるだろうか

根が深い「ドミナント」な価値観
東北で⽣まれた⼈が、東北に残らない流れ
・100年後残るのは東京と福岡だけという経済集積予測
・バーチャル化・リモート化の進展により、物理的に東北に⾝
を置かなくても良くなっていく

議論すべき「オルタナティブ」な価値観
物理的な東北地⽅の外に精神的な東北地⽅をつくる
・上記の流れに抗い、東北になんとか残ってもらうような地⽅
創⽣活動に労⼒を割くのではなく、物理的な東北の衰退を敢え
て受け⼊れる考え⽅をしてみたらどうなるだろうか

根が深い「ドミナント」な価値観
失敗できない社会が招く、⼈間関係や教育の停滞
・地域社会、家族、同級⽣、趣味仲間といった「共に過ごした時
間の⻑さ」（強い紐帯）に依存した⼈間関係
・正解とされる体系的知識は予め⼀つであり、いかに登るかのみ
が問われ、まわり道は無駄とされる教育制度

議論すべき「オルタナティブ」な価値観
個々⼈の知的好奇⼼を軸とした⾝体性を伴った⽣き⽅が
奨励される
・知ることを超えて、何を知り、どう考えると⾃分への報酬にな
るのか？というナラティブ思考の重要性が増す

根が深い「ドミナント」な価値観
定量的な指標のみで評価される社会の息苦しさ
・いいね数、フォロワー数、星の数と、定量的に可視化された数
値が個⼈の「幸せ」を規定する世の中
・旧態依然の教育システム、学歴や年収、履歴書1枚で⼈の評価
が決まる社会

議論すべき「オルタナティブ」な価値観
定性的な「⼈間性」や「異能」を評価する仕組みをつくる
・⼈を評価する仕組みは⾎統書から履歴書へと変遷してきた。そ
して、その次、をつくる時期がきている
・誰もが社会のためになっている、という救いをつくる必要性



Tohoku Transition to Future Published by TOHOKU UNIVERSITYTohoku Forum for Creativity 2024 Future Society Design Program

34

開催⽇時：2024年9⽉27⽇  13:00 - 17:00

フォーマット: ハイブリッド（対⾯・オンライン）

アジェンダ：

● 13:00 - 13:45 オープニング

● 13:45 - 14:45 世界観の夢想 Round 1 (50分)

● 14:45 - 15:00 休憩

● 15:00 - 15:50 世界観の夢想 Round 2 (50分)

● 15:50 - 16:00 休憩

● 16:00 - 16:30 共有

● 16:40 - 17:00 クロージング、最終成果物の⽅向性

議論

第3回のワークショップでは、前回までの作成物をもとに、引き続

きソーシャル・ドリーミングマトリクスで未来のオルタナティブな

価値観を共に夢想する、DREAMING、BUILDINGのワークショッ

プを実施しました。

第３回WS

過去-現在までの流れをもとに、未来の世界観を夢想する
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第３回WS

世界観を具体的なデザインで表明する

● 描いた未来の世界観を、抽象どの⾼いテキストから図
像・オブジェクトなど、解像度を上げて表現する

● その世界で何が起きているか、どんな暮らしをしてい
るか共通理解をつくる
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①現在と過去の
⼈⼯物から

縦⽅向に⽂脈を
読み解く

②これまでの
⽀配的（ドミナント）な価

値観を探る

③オルタナティブ
な価値観を

想像する

④その価値観の
もとで成⽴する

⼈⼯物を発想する

36

第３回WS

DREAMING

前回に引き続きソーシャル・ドリーミングマトリクスを⽤い、これまでの⽀配的

な価値観を探索すると共に、それとは異なる未来のオルタナティブな価値観を未

来の4つの原型のフレームワークを⽤いて想像します。

増加する
増加に転じる

衰退する
減少に転じる

維持する
変わらず残る

逆転する
全く変容する

未来の4つの原型
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第３回WS

BUILDING

存在しない世界を創造する

ソーシャル・ドリーミングマトリクスを通じて、未来社会の価値観や⼈⼯物に

ついての仮説ができたら、右のワールド・ビルディング・キャンバスを使っ

て、その世界観の⾁付けを⾏っていきます。

世界観は1フレーズでは意味がなく、様々な観点から、他のプロジェクトメン

バーや初めて⾒る⼈でもクリアにその世界がイメージできるような⽂脈を追加

していきます。世界観のデザインのプロセスは、抽象的な⾔葉を分解したり具

体化したりする思考を現在・過去・未来、各時間軸で繰り返すような⾏為と⾔

えるでしょう。

ワールド・ビルディング・キャンバスは⼩説家やゲームデザイナーの世界観設

定の⼿法や、ビジネスの現場でも使われ始めているSFプロトタイピングの⼿法

を参考にしています。⼩説を書くように、映画の舞台設定をするように、架空

の設定を追加していきます。

キャンバスは右の10マスからなります。これまでの検討結果を転記・追記しつ

つ、全体のマスを俯瞰しながら各マスを埋めていきましょう。そして、論理破

綻しないようにこれまでの検討を修正したり、⾜りない設定を補いながら、未

来社会の解像度を⾼めていきます。
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花王

NTTD 東北電⼒

nawe

第３回WS: 各社のアウトプット
ワールド・ビルディング

キャンバス
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第３回WS

MATERIALIZING

2050年に起きていることを具体化する（未来からのプロトタイプ）

世界観の外殻がイメージできてきたら、その世界で⽣きている⼈物に具体的に

没⼊します。作った世界観に⽣きている⼈を具体的に考え、⽂章のほか、それ

らを表現するシーンをなるべく⾔葉を使わず、画像で表現します。
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花王

NTTD 東北電⼒

nawe

第３回WS: 各社のアウトプット
未来からのプロトタイプ
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開催⽇時：2024年11⽉22⽇ 13:00 - 17:00

フォーマット: ハイブリッド（対⾯・オンライン）

アジェンダ：

● 13:00 - 13:45 オープニング

● 13:45 - 14:35 シナリオ共有・世界観の拡充

● 14:35 - 15:00 全体共有

● 15:00 - 15:15 休憩

● 15:15 - 16:15 存在しないオブジェクトの作成

● 16:15 - 16:45 全体共有

● 16:45 - 17:00 クロージング、市⺠共創セッション

の⽅向性について

第4回のワークショップでは、前回に引き続き、未来からのプロト

タイプを⾝の回りにあるものを使って形づくるMATERIALIZINGの

ワークショップを実施し、その先にある世界観を⾔語化ました。

主なアウトプットとしては、⽣成AIを⽤いて、未来社会の画像や⽣

活者のシナリオを作成しました。

第４回WS

存在しない未来の世界を可視化する
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花王

NTTD 東北電⼒

nawe

第４回WS: 各社のアウトプット
未来からのプロトタイプ
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花王

NTTD 東北電⼒

nawe

各社の描き出した未来の世界観

あらゆる価値や資源が循環し、⾃分以外の誰かのために、が先⾏す
る世界

● 期限付き通貨や余剰資産の共有化により、限られた資源やあらゆ
る資産を共有・循環させる仕組みが整う

● 個⼈の幸せを追求する→地球単位の幸せを追求する
● ⾃分の⾒えないところまでを共同体と⾒て全体利益を追求できる

ようになる
● 国やトップダウン主導の社会主義ではなく、個⼈のレベルで⾒え

ない誰かや共同体の繁栄に思いを馳せられるようになる
● 遠くの離れた⼈に限らない存在からの「ありがとう」を⼼から感

じられるようになる

どこに住んでいても、東北（⾃分の故郷）と精神的に繋がっている
世界

● 物産展やふるさと納税などの既存の仕組みもあるが、ふとした時
に⾃分の故郷やルーツを感じられる機会がある

● ⾷や⼈との繋がりのほか、⾳や⾵景、地元のローカルニュースが
⼊ってくる

● ヒップホップのような、「カルチャー」として東北が伝承される
● 東北の⾷べ物や伝統⼯芸のほか、東北の植物の種⼦なども伝承し

ていく必要が出てくる
● そのような世界観では東北電⼒は、インフラ事業者を超えて、東

北の⽂化⾃体を保存・伝承することに貢献する、博物館のような
存在になっているかもしれない

⾃分の知的好奇⼼の変遷や思考の⽂脈を可視化・共有可能な世界

● 「誰かが時間をかけて深く思考したもの」に触れた時の刺激や思考
の⽅向性を逃さず記録・可視化し、育てていける

● 図書館、美術館、スポーツ施設などの公共⽂化施設は知的好奇⼼の
⼊り⼝となると共に、他の利⽤者の思考と刺激を与え合うことがで
きる場として、ジャンル横断的に再統合されて⽣まれ変わっている

● 学校やスクール、習い事は、⽣徒の個⼈的な知的好奇⼼が向かって
いる⽅向性」に寄り添いながら、「⾝体性を伴った学び⽅や深め
⽅」をコーチングする場として存在する

● ⾃分は何に興味があるのか、⼼の声を可視化し、振り返りながら⾃
分とは何者なのかを⾃分で探求できる

個⼈個⼈が⾃分でも思ってもみなかった⼈間的な魅⼒やスキルに気
づき、⾃分の屋号を掲げられる世界

● 例えば近藤⿇理恵⽒が「⽚付けコンサルタント」として独⽴して
いったような例を、世の中にもっと増やせないだろうか？

● タクシーの運転⼿が、ホスピタリティや運転技術ではなく、地元
の美味しいお店を良く知ってることで評価されるようになる

● 幼稚園の先⽣が、ママやパパのファッショントレンドを良く知っ
ていることでアパレルブランドのマーケターになる など

● ⾃分で⾃分の隠れた才能に気づいている⼈を後押しすることはも
ちろん、⾃覚していない才能を⽬覚めさせてあげることはできな
いだろうか？
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開催⽇時：2025年1⽉24⽇ 13:00 - 17:00

フォーマット: ハイブリッド（対⾯・オンライン）

アジェンダ：

● 13:00 - 13:30 イントロダクション

● 13:30 - 15:10 トレジャーハンティング ワーク

ショップ

● 15:10 - 15:30 休憩

● 15:30 - 17:00 サービスアイデア共創

● 17:00 クロージング

第5回のワークショップでは、前回まで作り上げてきた未来社会の

世界観をもとに、そうした⻑期的な未来ビジョンに繋がるような

⾏動やものごとが、今現在の⽣活や環境に存在していないかどう

か、⼀般の参加者へのデプスインタビューを⾏い、リサーチしま

した。東北⼤学の学⽣20名余りに参加してもらい、参加企業メン

バーが、それぞれの質問を学⽣に問いかけました。トレジャーハン

ティングワークショップと題し、参加した学⽣には、「質問され

る側」になってもらい、⼀般の参加者の中に眠る、未来へのトレ

ジャーを発掘するのが、ワークショップの⽬的です。

未来は描いただけでは意味をなしません。ビジネスや産業界の現

場で実践する以上は、描いた未来に繋がるような、現在の第⼀歩

となる活動を探索する必要があります。このワークショップは未来

に向いている参加企業の意識をもう⼀度現実に引き戻し（バック

キャスティング）、現実世界の中から望ましい未来に向かう兆し

（シグナル）を発⾒しようとする⾏為です。

第５回WS

未来の世界観に向かう兆し（シグナル）をリサーチする
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第５回WS

描いた未来に繋がるような現在の⾏動や兆しを探す

● 描いた未来からバックキャスティングして、現在の⾃分
たちの⾏動に繋げる

● ⾏動し続ける中で⾃分たち独⾃の未来を切り拓いていく
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第５回WS

参加者向け紹介資料
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第５回WS

参加者向け紹介資料
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第５回WS

参加者向け紹介資料
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第５回WS

参加者向け紹介資料
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第５回WS

参加者向け紹介資料
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花王

NTTD 東北電⼒

nawe

トレジャーハンティング・ワークショップでの質問

誰か/地球のために⾏動したことはありますか？

・⾃分の利益ではなく、誰か/コミュニティ/共同体のために
⾏動・活動した瞬間や、その動機とは？

没頭するほどのめり込んでいることは？

・世界史、乗り鉄、アイドル…超個⼈的なものでもよく、ど
のようにそれと出会い、なぜ惹かれるのでしょうか？

誰かの⼈間性や素質が良いなと思った瞬間は？

・⼈間性や隠れた魅⼒は⾃分では気づかないもの
・誰かを褒めたり、良いなと思った瞬間はありますか？

あなたが故郷を思い出す時はどんな時ですか？

・⾷べ物ですか？家族との会話ですか？⾵景やにおいですか？
・故郷とのつながりを感じる強烈なトリガーはありますか？
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第５回WS

参加者向けインタビューシート
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第５回WS

参加者向けインタビューシート
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第５回WS

参加者向けインタビューシート
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第５回WS

参加者向けインタビューシート
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開催⽇時：2025年3⽉21⽇ 13:00 - 17:00

フォーマット: ハイブリッド（対⾯・オンライン）

アジェンダ：

● 13:00-13:40 プログラムの概要説明（⾼橋、岩

渕）

● 13:40-15:00 各企業が思い描いた世界観の移⾏に

関するプレゼンテーション

● 15:00-15:15 休憩

● 15:15-16:00 ポスター展⽰・参加者と企業のオー

プン対話セッション

● 16:00-17:00 プログラム全体のラップアップ

第6回は活動の最終報告会でもあり、関係者と本活動に関する議論

を⾏いました。各社が描いた未来社会の姿、そしてそこからさか

のぼって、各社の明⽇からの⾏動に繋がるアクションについて、闊

達な議論が交わされました。

第６回WS

夢想した未来から、現実の第⼀歩となる⾏動を⾒出す
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第６回WS

活動報告会の様⼦
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3. 最終アウトプット
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花王
発表ポスター
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参加者からのフィードバック 遥かなる未来を⾒据えながら、
⾃社に持ち帰れそうなアクション
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nawe
発表ポスター
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参加者からのフィードバック 遥かなる未来を⾒据えながら、
⾃社に持ち帰れそうなアクション
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東北電⼒
発表ポスター
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参加者からのフィードバック 遥かなる未来を⾒据えながら、
⾃社に持ち帰れそうなアクション
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NTTD
発表ポスター
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参加者からのフィードバック 遥かなる未来を⾒据えながら、
⾃社に持ち帰れそうなアクション
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4. 座組や応⽤に関する議論
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Q. ビジネスの現場で活⽤するには？

今回のトランジションや世界観を捉えるデザインのアプ

ローチは、技術⼀辺倒ではなく、社会学や⼈⽂学も駆使す

る未来洞察アプローチです。

最終報告会では、このアプローチをどのようにビジネスの

現場に活⽤できそうか、各企業と議論を交わしました。

また、参加者からは意義は強く感じるものの、社内でどう

浸透させれば良いかわからない、といった声も聞かれ、本

アプローチのメリットや成果を周知・共有できるようなマ

テリアルの必要性も散⾒されました。

各社の声

● 新しい技術開発を考える時点、新しい研究テーマを考える時点で役に⽴つと考えられる。最終的にど

のような社会においてどのような価値を作りたいかが明確なほど技術開発もシャープになると感じて

いる

● 研究も事業部もそれぞれの⽴ち位置で、⾏き詰まりがちです。⼤きな⽅向性や⽴ち位置の確認をこれ

で作成しておくと、⾏き詰った時に⽴ち戻って確認できると思います

● ブレストにおいても、揺さぶり⽅の⼿法として各ステージは有効だと思います。実施して、サクッと

答えが出ずとも、頭の中に、業務の中に課題としてフラグが⽴てておけるので、そういう使い⽅もあ

るかと思います

● デザインばやりの昨今、技術やアイデアは既に出尽くしている感がありますが、それをどう⽣活者と

つなげていくか、社会で展開していくかを考えるすべとなると思います

● 現在の組織の経営ビジョンは２０３０年代をターゲットとしているが、私の業界のタイムスパンは⻑

いこともあり、そう遠くないタイミングで更なるアップデートが必要になるのではないかと感じてい

る。経営ビジョンのアップデートを考える際にはまさにトランジションデザインのアプローチを活⽤

してみたい
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世界観曼荼羅: 共鳴し合うビジョン

また、今回は複数の企業が同時進⾏的にそれぞれのビジョンを共有しながら進めるという

貴重な機会となったため、ビジョンというレベルでは複数の企業に共通するキーワードや

シナジーが⽣まれそうな機会発⾒にも繋がりました。本プログラムでは世界観曼荼羅とい

う名称で各社のビジョンをマッピングし、個々からボトムアップで作られる複数のビジョ

ンと、それを共有・共鳴し合うことの重要性について議論しました。

各社の声

● 個の価値観が重要になってくる世界への流れを共通性として感じ

た。社会的常識・規範と呼ばれるものを盲信するのではなく、⼀歩

⽴ち⽌まってメタ的に⾃分を⾒る体験から始まる気がした

● 個の価値観が⽴てばたつほど軋轢が起こらない仕組みが必要になる

と感じているので、安全とは何か？そこから安⼼した⽣活を送れる

ためには何が必要かと考えることで、⾃社の貢献できる分野が広が

る気がする

● ⾃社はどうしても現業があり、既にある⽣活者とのかかわりから離

脱することは難しい。その点で、他社よりは⾯⽩みがないとは思い

ましたが、各社の思考（コミュニティーや地域への働きかけ、魅⼒

化、知の深化や普遍化、知の海をいかに役⽴てるか、教育とは）な

ど、他者から学ぶことも多かった

東北電⼒ 花王

NTTD nawe

⾃分の知的好奇⼼の変遷
や思考の⽂脈が可視化・
共有可能な世界

どこに住んでいても、東
北（⾃分の故郷）と精神
的に繋がっている世界

あらゆる価値や資源が循
環し、⾃分以外の誰かの
ためにが先⾏する世界

お⾦の未来

通信技術の
未来

⼤学の未来

教育の未来

インフラの
未来

東北⼤学 その他の業界

ソーシャル
ネットワーク
の未来

⾃⼰実現の
未来

リサイクル
の未来

公共衛⽣の
未来

個⼈個⼈が⾃分でも思っ
てもいなかった⼈間的な
魅⼒やスキルに気づき、
⾃分の屋号を掲げられる
世界
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Q. ビジョンデザインにおける⼤学との望ましい産学連携・共創体制とは？

今回のプログラムは産業界のメンバーと、

東北⼤学の教職員、学⽣のコラボレーショ

ンにより、意義のあるアウトプットを創出

することができました。

ビジョンデザインという領域においても、

産学連携・共創という体制が有益であるこ

とを⽰した実践例として、参加者の声をま

とめます。

参加者の声
● 東北⼤学の学⽣団体として普段はデザイン思考の実践やビジネス連携などを⾏っているが、今回の取

り組みは学⽣としても新たな知⾒の獲得、また、産業界の実践者とブレインストーミングなどを共創

できる機会として、⼤変有益だった。産業界で求められるデザイン思考と、ありたい未来を切り開い

ていく世界観のデザイン、このタイムスパンの異なる⽅法論を必要に応じて使い分けて、適切なプロ

ジェクトの実践を⾏っていきたい。

● 今回、東北⼤学の教授の先⽣⽅が、⼯学部の先⽣はもちろん、⽂学部の先⽣にも⼊っていただけたこ

とが⼤変よかった。普段⾃分が考えているフィールド外からの意⾒や、初めて聞くような参考⽂献を

多数紹介いただき、本プログラムのような、学際的な視点が求められるようなプロジェクトでは、こ

うした多様な専⾨家の参画は⾮常に意義深い。

● 本プログラムのような取り組みは、即時売り上げが上がるような取り組みではないので、社内で推進

しづらい⾯もあるが、今回のように⼤学との連携で、1年間とじっくりと時間をかけ、本業とはまた別

のプロジェクトとして実施していくことは枠組みとして可能性があるのではないか。
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Q. トランジションデザインは所与の課題から始まるのではなく、⾃分たちの意志を起点とする。
   この点は通常のプロジェクトとは異なる点だが、違和感はあったか？

参加者の声
● 課題設定をするということは、設定⾃体に制約条件や価値観が反映され、そこか

ら導き出される解決策は、そのフレームに制限される。更には、解決策があるは

ずだということも前提になっているが、トランジションデザインで対象にする

Wicked Problemsでは解決策そのものがあることを前提にしていない点に共感

を覚える。より良い⽅向性を⽬指すということは共通しているが、ストレートな

解があるわけでないという前提が重要とだ考える。

● 「課題」として取り上げられるものは多くの場合、バズワード化や共通⾔語化し

ている。それらは会議などで話されると、⾔葉でわかったような感覚になるが、

実際にはチームメンバー間で意図することに差異がある。課題から出発するとそ

のズレを⻑く引きずることが多いと思うし、声の⼤きい⼈の持つイメージに収束

されがちで、他のメンバーは違和感を抱えたり、モチベーションを下げたりする

ことになると思うが、この⽅法ではそれが起こりにくいし、たどり着いた先でな

んで⾃分たちがこれをやるんだっけ？というそもそもの問題には陥りにくいので

はないか？

● 「社会課題」と⾔う時の定義によっては、Willを起点にしなくても良いかも知れ

ません。森林破壊の抑⽌、貧困の緩和、など⼀定程度Willがあることが⾃明の課

題に向き合うのであれば、課題起点で始めても良いのでは。ただし⾃社のパーパ

スやビジョンと腹落ちを伴いながら整合させる作業はやった⽅がプロジェクトが

尻すぼみにならないのでベターでしょう。

● 最初から取り組む課題が決まっている場合、個々のメンバーによる意識のバラつ

きがどうしても発⽣してしまうが、⾃分たちの存在意義を出発点として、取り組

む課題を考えること、またその過程を整理し、合意することで、結果的に同じ課

題に向き合うことになったとしても、求⼼⼒や前進する⼒に差異が⽣まれるだろ

うと思う。その点においてこのプロセスはとても重要だと感じた。仮に、取り組

む課題が先に決まっている場合も、その課題が⾃分たちの存在意義とどうつなが

るのかを考えることは有益なのではないか？前提として、⾃分たちの存在意義を

メンバー間でしっかりと⾔語化することが重要だと思う。

● 社会課題を起点にして考えていた際にどうして求⼼⼒がないのだろう？と考えて

いたが、⾃分たちの存在意義を中⼼に置き、社会課題を最も外側に置くこのフ

レームワークで整理したときに、社会課題が起点にして考えていたときは、社会

課題（外側）に重⼼があり、その解決のためには、⾃分たちのどのような技術や

製品、サービスがあるのかという議論に陥り、⾃分たちの存在意義に結びついて

いないどころか重⼼が外側なので、振り回されていたのだなと気付いた。また別

の視点では社会課題を起点にして考えていた際にはユーザーやサティスファイア

の議論はしていなかったことに気付いた。
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Q. トランジションデザインは過去に遡ることを重視しているが、過去を遡ることにメリットはあるのか？

参加者の声
● 時代的にどの程度の過去まで遡るかは難しい問題であるが、時間的な流れを技

術、社会、⼈間という軸で捉える⽅法の有効性は特に感じる。「今」は過去がた

どり着いた「今」であり、その「今」を単にスナップショット的に捉えて、そこ

から未来を考えるということ⾃体が難しいのではないだろうか。

● 過去に⽴ち返ることで時代が変わってもそうそう変わらない物への意識が⾼まっ

た。その中で⾃分たちの考える軸が何かが少しずつ明確化して⾔った感覚があ

る。これまでも全く新規の物が⽣み出されたのではなくスパイラルアップで過去

のものがアップデートされながら新しいものが⽣み出されてきたわけで、その中

⼼になる価値観が⾒つかるような感覚が得られた。これはいきなり未来を思い描

いたら難しかったのではないか。

● 過去から現在へのダイナミックな変化の流れを⽂字化することで、⾃分たちが定

義している課題が過去や現在の⽂脈に埋没するものにとどまっていないかを

チェックし、より普遍的な課題へとブラッシュアップすることができる。

● 過去と現在を結びつけることで現在を点から線にして未来を考えるアプローチと

受け⽌めてました。これによって未来を検討する際にできる条件は、いきなり未

来を考えるときには思いが⾄らないケースもあるのが興味深いと感じます。

● ⼈⼯物から⽂脈、常識・価値観への深層に迫り、⾔語化、⾒える化した結果は、

その後に⾏う過去、現在、未来の時間軸の変化も含めて、感覚的なものとしてで

はなく、ロジカルなものとして、経営層や外部のステークホルダーとの合意形成

がしやすいものになるのでは？と感じている。また、過去の常識・価値観と現在

の常識・価値観、その過程の変化を考えることによって、現在だけを起点にした

場合と⽐較して、未来を考える際の⽅向性に拡がりを⽣むと感じている（現在と

いう「点」から未来を考えるのではなく過去という「点」を加えて、その推移や

関係性を考えることで現在という「点」から考えたときとは異なる未来が描けそ

うな感覚があった）
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Q. 未来像を描くときどこまでを⾒るべきか? 何を含めるべきか？未来像に求められる要件とは？

参加者の声
● 提案された個別のアイディア⾃体は「考えもしなかった」という内容ではないか

もしれないが、それが実現される社会やその中の⼈をよりリアルに想像すること

ができたという意味で、巷の「未来予想」とは異なっていたと思う。「政治」

「宗教」の領域は考えなかった。

● シナリオプランニングを実施した経験から、とにかく⼀⾒関係なさそうなモノ、

事象までを捉え、そこから⾃分たちが考える上で影響が少なそうなものを間引い

ていくような感覚でやったので、結果的にリサイクルに⽣物学、資本主義論的な

経済学、政治的イデオロギーや宗教までをシステム思考的につないで考えるよう

な世界観になった。考え出すと完全に関係ないと思えるものはあまりなく、総花

的な世界観になったが、それはそれで我々の思考の中では必要だったように思

う。どの領域を⾒るというよりはどれだけ⾃分が没⼊できる世界観を描けるかを

意識していたように思う。

● 基本的に向き合う対象領域は社会全体だと考えている。その上で、いくつかのフ

レームワークを活⽤しながら「質の良い問い」を⾒出せていることが前提として

重要。その問いを中⼼に据えれば、⾃ずとそこに影響を与えるファクターが何な

のかが決まってくる。それらが特定の領域に留まるとは思えない。また、システ

ム思考的な因果関係図は継続的にブラッシュアップされていくべきもので、

チェックリスト的な指標で安易に「完成形」が⾒えた気分に浸るのは危険だと思

う。

● ⽣活におけるワンシーンをできるだけ具体的に想像しましたが、社会全体がどう

なっているか、政治や宗教がどうなっているかまでは検討のスコープに⼊ってま

せんでした。ですが、具体的なシーンがいくつか固まれば、そこを起点に社会全

体ではどうなっているのか、というようなことも考えていけそうな気がします。
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Q. 未来洞察では「結局それで今どうすればいいの？」「どこかで⾒たことある」という状況に
   陥りがちだが、そうした感覚はあったか？

参加者の声
● 「結局今の時点で何か考えてもある限定された未来しか⾒えないのではない

か？」というのは当たり前。その限定された条件の中でどれだけ想像⼒を⽬的指

向的に拡⼤させるかというのがこの取り組みの本質。「どこかで観たことがあ

る」と⾔われたら、それを起点に議論は始めれば良いのではないか。観たことが

ある程度の認識では、そのアイディアに⾄る本質を捉えてはいない。

● 単純にジャストアイデアで出した未来とは異なると考えています。過去から現在

でどのように変遷してきたのかを考えている点でバックが強固になっているよう

に感じました。確度を⾼めたい場合にはその道の専⾨家とかの意⾒も聞いてみた

いと感じました。

● 過去にもシナリオプランニングを3回くらい、TDも2回⽬、他にもSFプロトタイ

ピング的なイベントにも参加を繰り返してきて、ようやく今どうすればいいかと

いうのが⾒えてきた感覚があって、まずは⼩さなコミュニティでもビジョンを作

り、共有する、その中で⼤事にしているものを体現するよう⼼掛けるということ

かなと思っている。どこかで⾒たはそうなのだろうが、それは今最終形を無理や

り考えるからで、体現を積み重ねて30年後、50年後に出てくるものは全く違う

ものになっているかもしれないし、似たものになっているかもしれないが、アウ

トプットの形はあまり関係なくて、社会的なインパクトを発揮して社会の価値観

が変わっていればいいのだろうと思う。

● 結果として、どこかで⾒たことがあるような未来を描いた場合もそれでいいので

はないだろうか？その相⼿は敵対者ではなく、同じような未来を⽬指したい、ま

たはこのような未来を実現させてはならないという思いを共にできる仲間とし

て、⼀緒に活動していく。「結局いまどうすればいいの？」という点はとても重

要であり、「いまできること」「いますべきこと」を形にして、社会実装すると

ころまでやらないとその価値は⼤きなものにはならないのでは？と思う。

● どこかで⾒たことがあるよね問題の原因は２つあると思う。１つは、中⾝をまだ

まだブラッシュアップし続ける必要があるということ。もう１つは、とらまえた

問いや課題の本質的な価値の伝え⽅が不⼗分であると⾔うこと。

● 結局いまどうすればよいか、明確な答えまではたどり着けなかったが、ヒントに

なる⽅向感を得たり、アンテナが⽴つようになったと感じます。（これまでなら

気に留めなかっただろう「宮城発の良い⾹り」という記事が⽬に留まった）既視

感はあまりなかったが、仮に似たような発想があれば実現しやすそうで良い、と

いう考え⽅もできるのではないか。
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Q. 実際に適⽤できそうな顧客やアウトプットのイメージはあるか？

参加者の声
● ビジネスとして捉えてはいないので顧客のレベル感には興味ない。私としての理

想的なアウトプットとしては、限定的な情報に基づく外挿的なロードマップ指向

へのアンチテーゼです。もう⼀つは技術主導での未来社会を考える危険性への警

鐘。

● 将来的な技術を開発するアカデミアや企業の研究者と数年後の商品を開発する⼈

では求められるアウトプットも違うと思う。前者は⼤きな変化に向けたロード

マップ的なモノが喜ばれるかもしれないし、後者はまさに今ある商品から何を除

いて何を⾜せばいいのかまでわからないと満⾜できないと思う。そこに社会や会

社のビジョンや⽅針が結びつくのが理想で、いっぺんにやろうとするとかなり⼤

掛かりになってしまう。

● 事業環境が複雑さを増す中で未来構想するのが難しくなってきているので、例え

ば経営ビジョンや⻑期的な新規事業開発を検討する際のワークショップ等では活

⽤できる部分もあるのではないでしょうか。ビジョン検討が⽬的の際は、将来へ

の戦略・アクションも重要になるので、TDは今回よりコンパクトだと使いやす

いでしょうか。

● ⼀般的なクライアントワークの中でということでは、それぞれの考え⽅や⼿法

（⾃分たちの存在意義と普遍的なニーズおよび社会改題を接続する、過去・現在

・未来／⼈⼯物、⽂脈、常識・価値観をマトリックス的に思考するなど）は有効

に適⽤できるのでは？と思いますが、より根本的な姿勢として⾝に付ける？こと

も必要だと思う。

● 誰をどのように巻き込んでいけるのかはまさにTransition Designの⼤きな課題

の⼀つで、その解決策は誰もまだ⾒出せておらず世界中で事例が少ないのもそれ

が原因だと思っている。⾃分たちが会社を⽴ち上げたのも、この課題をどうにか

して事例をつくっていく主体になりたいから。
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Q. 全体のプロセスの中で最も印象に残った、影響
の⼤きかったプロセスは？

参加者の声
● ソーシャルドリーミングマトリックス

○ 過去・現在・未来／技術・⼈間・社会というマトリクスで考えるプロ

セス

○ Social Dreaming Matrix（MLP分析的なモノ）が⼤きいと思うが、そ

こを中⼼にしながら⾃社のアイデンティティ、現在の社会のシステム

の俯瞰や萌芽的な取り組み、過去の未来洞察の結果などを⾏ったり来

たりするプロセスが⼤事

● ⾃分たちなりの問いを⾒出せた後に、それに関するフィールドワーク（エスのグ

ラフィックリサーチ、デプスインタビュー）を実施したことで、向き合い続ける

価値のある問いであることに確信を持てたのと同時に、それまでのプロセスでは

⾒えていなかった「ソリューション化」につながる具体的なレイヤーでの新たな

気づきを獲得することができた点は⼤きいと思う。

Q. トランジションデザインとは、すなわち何だと
思いますか？

参加者の声
● 課題を設定しそれを解決することで世界は良くなるというナイーブな思想の否

定、課題には必ず解決策があるという考えの否定、それでもより良い未来を考え

る努⼒は続けなければならないという希望

● 少しでも現在をより良い⽅向に⾃分たちで進めていくという態度と⾏動

● 望ましい未来と今ここで起こせる変化の繋がり（時間的なものだけでなく、他の

地域、領域まで）を意識し続けること

● 時間や領域、役割といったあらゆるバウンダリーを超えようとすること。既に誰

かによって⾔語化されている顕在的課題や現象への短絡的な解決提⽰に安住せ

ず、⾃分たちが⾏動しなければ実現しないであろう潜在的課題に潜航し続けるこ

と。

● 所与の課題、それに対する実施、それに対する評価、という呪いからの解放
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5. まとめと今後の展望
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まとめと展望

本プログラムの成果

● 本プログラムは、東北⼤学知のフォーラム 2024年度未来社会デ

ザインプログラムとして、世界観の移⾏に着⽬するアプローチに

より、産業界の実践者4社とともに、あるべき未来社会像の創造

と、そこからビジネスの現場に持ち帰ることのできるアクション

の導出までを⼀貫して⾏いました。

● 世界観のデザインの背景となる、トランジションデザインの理論

は、⾼い社会的意義の⼀⽅、産業界の実践例に乏しいという課題

のもと、本プログラムでは、トランジションデザイン初学者を含

む、多様な業界のビジネスパーソンに参画してもらい、滞りなく

ビジョンデザインの知⾒とスキルを獲得することができました。

また、東北⼤学の教職員や学⽣との共創も⾏い、ビジョンデザイ

ンの領域においても、産学連携を⾏う意義と可能性を⽰しまし

た。

● 本プログラムの実践により、産業界の様々なテーマや社会課題に

対し、世界観のデザインのプロセスを適⽤することで、⻑期的な

環境変化を⾒据えたビジョンを導出するための実践的なプロジェ

クトマネジメント経験を獲得しました。

今後の展望

● 本プログラムの実践により得られ

た知⾒を、次年度以降、ビジョン

デザインが急務となっている業界

や企業とのプロジェクト推進に活

⽤していきます。
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お問い合わせ

東北⼤学⼯学研究科・⼯学部

未来洞察ラボFUSE

   Web

https://fuse.eng.tohoku.ac.jp/

   E-mail

future_eng@grp.tohoku.ac.jp

https://fuse.eng.tohoku.ac.jp/
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